年金相談室通信　第５号　　　　　　　２００８年１月２２日

全日本年金者組合中央本部年金相談室

	①　１億人（受給者３０００万人・加入者７０００万人）に、ただちに年金記録を送れ

②　当面加入期間１０年で年金を支給せよ、２５年は長すぎる

③　全額国庫負担による最低保障年金制度をつくれ


おめでとう・石川県の桜井さん、

年金記録裁判・高裁で勝利、社会保険庁上告せず勝利確定

石川県の年金者組合員・桜井さんが、約７年たたかい続けて年金記録を認めさせました。地裁の判決をくつがえし高裁で勝利、社会保険庁は上告せず桜井さんの勝利が確定しました。

桜井さんの強い意志、支え続けた石川県の年金者組合、支援した全国の年金者組合と国民救援会に敬意を表します。

この裁判の勝利には、背景に5,000万件問題での大きな世論のうねりがあり、私たちは今後のたたかいに強い励ましを得たことになります。

この裁判勝利の持つ意味は大きく、今後の運動に生かしていく必要があります。

判決文は相談室にありますので、申し出ていただければ、コピーをお送りします。

ねんきん特別便の発送始まりました・社会保険庁から水色の封筒が届きます

「宙に浮いた年金記録・5,000万件」で、2007年12月17日、「ねんきん特別便」第１便・30万件が受給者に発送されました。この後、2008年10月までに1億人すべてが、「ねんきん特別便」を受け取ることになります。

「ねんきん特別便」を2008年3月までに受け取った人は、「あなたと氏名、生年月日、性別が一致する記録が別にあります。あなたの記録ではありませんか」と聞かれているのです。

受け取ったら、必ず次のことをしてください。

1 社会保険庁から水色の封筒が届いたら、そのままにせず開けて中を見る。

2 意味が分からないからとそのままにしない、社会保険事務所に直接聞く、社会保険労務士などに聞く、年金者組合に相談する。

3 読んで、記録の内容に訂正がないと思っても、慎重に何度も記憶をたどる。

4 訂正があれば、必ず社会保険事務所に申し出る。

5 会社名など忘れたり、記憶がはっきりしなくてもあきらめない。

6 「この問題の責任は国にある」という基本を常に忘れないで行動する。

受給者・加入者の方が、「ねんきん特別便」でわからないことがあるときには、遠慮なく電話・ＦＡＸ・手紙などでご相談ください。

年金相談室は、年金者組合員であるかどうかを問わずお手伝いいたします。

　　ねんきん特別便　Ｑ＆Ａ　　
Ｑ、　5,000万件の名寄せによる「ねんきん特別便」は、どのような日程で発送されるのですか。

Ａ、　　コンピューターで名寄せ・調査し、その結果が次の順番で発送されます。

1 2007年12月から2008年3月、氏名・性別・生年月日の一致する別な記録がある「受給者」
②　2008年2月から3月、氏名・性別・生年月日の一致する別な記録がある「今後年金を受け取る予定の人」

➂　2008年4月から5月、名寄せでは記録がない「受給者」

④　2008年6月から10月、名寄せでは記録がない「今後年金を受け取る予定の人」
①と②に該当する人は、かなりの確率で別な記録があるということです。解決まであきらめず、まわりの人の助けも借りて、年金の増額までがんばりましょう。

➂と④に該当しても、コンピューターに入っていない紙台帳の数千万ともいわれる記録の中に自分の記録があるかもしれません。あきらめないことです。

Ｑ、今の時点で5,000万件問題、「ねんきん特別便」の問題点は何でしょうか

Ａ、これから、問題点はさらに明らかになっていくと思われますが、現時点での問題点として次のことを指摘したいと思います。

1 1億人に発送されても、住所が一致せずかなりの件数が届かないことが既に予想されている。

2 「ねんきん特別便」の内容については、ヒントが具体的に示されずわかりにくい。

3 標準報酬月額の誤りは年金額に直接影響するが、「ねんきん特別便」には記載されていない。

4 コンピューターに入っていない数千万件の年金記録の統合をどうするのか。

5 「宙に浮いた」ではなく、「消えた」年金記録があることも明らかになりつつあり、この記録の復元をどうするのか。

Ｑ、すでに死亡している人の記録を訂正してもらえますか。

Ａ， 訂正できます。夫の遺族年金を受給中の妻が、夫の年金記録もれを探し出し、遺族年金が増額になった例があります。
この問題は、数千万人の国民が、国に対し権利回復を要求する歴史的な闘いになると思われます。

年金相談室は、受給者・加入者の権利回復への行動を励まし続けていきたいと思っております。

＊年金相談日は、毎週　火曜日・木曜日の午前11時から午後4時までです。

　　電話・ＦＡＸ・手紙・メールなどで相談・意見・質問何でもお寄せください。

＊「年金相談室通信」への意見・要望をお待ちしております。

· 前号から連載を始めた「企業年金コーナー」をご愛読ください。
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